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[目的]最近プロ野球や世界陸上や話題になっているドーピング違反問題について、薬剤師 
の立場からできることを考える。 
スポーツ界に薬剤師が必要とされるようになった背景に、うっかりドーピングがある。ド
ーピング禁止薬物は蛋白同化薬・β₂作動薬・利尿薬などで、常に禁止される物質や競技会時
のみに禁止される薬物など、国際基準で詳しく定められている。OTC 医薬品の風邪薬や胃腸
薬など身近な薬にも含まれている禁止薬物を知らずに服用した選手が、ドーピング検査で陽
性になる場合を、うっかりドーピングと呼び、処分を受ける。ドーピングに対する知識があ
れば禁止物質の入っていない薬を選ぶことができ、違反を未然に防ぐことができる。またド
ーピングは試合に不正に勝てるだけではなく、最悪の場合死に至る副作用もあるということ
を、現役選手だけでなく未来の選手である中高生にも知ってもらうこともドーピング防止活
動の１つである。 
スポーツファーマシストの活動はドーピング防止だけでなく、医療スタッフとして遠征や
合宿に同行し、医薬品の整備や情報提供を行う。医薬品を過剰警戒しすぎて試合前に適正な
薬も服用できず競技に支障をきたす選手を安心させることも大切である。 
このようにドーピングは、健康を害するだけでなく、フェアプレー精神や社会の倫理に反
する「ずる」くて「危険」な行為である。スポーツがそのような不平等の下に行われている
となると真剣に応援する気にもならないし、社会的影響力もあるスポーツ選手がそのような
不正手段を用いると、利益追求のためにはルールを破っても構わないという風潮を生みだし
かねないからである。 
喘息や糖尿病など、治療のためにどうしても禁止薬物を服用しなければいけない選手もい
る。その場合は「治療目的使用に係る除外措置(TUE:Therapeutic Use Exemptions)」を申請
し、許可されれば禁止薬物でも服用できる。しかし、許可には有効期限があるので、再申請
を怠ってもドーピング違反となる。TUE を申請する規則や、検査時の個人情報に関しての規
則も国際基準で定められている。 
薬剤師で、基礎・実務講習会を終え、確認試験に合格すればスポーツファーマシストにな
れる。 
[結論] スポーツは平等なルールの下に行われているからこそ、競技する側も観戦する側も
本気になれる。その真摯な競技において、医薬品や化学物質を不正使用して勝利をかすめ取
ろうとするのがドーピングである。スポーツ界においても、化学物質・医薬品の専門家とし
て、健康でフェアーな競技を保証するのがスポーツファーマシストである。禁止薬物の意図
的・不正使用のみならず、OTC 薬の服用による非意図的なうっかりドーピングの不幸を防止
することが職務の基本である。近年、スポーツファーマシストの活動領域は競技会を対象と
した活動以外にも広がってきた。中高年階層の生活習慣病予防を目指すジム通いやサプリメ
ントの使用に伴い、多種の薬を常用している人々の、運動による心臓・血管系機能が活性化
した際の副作用や相互作用について適切なアドバイスをする機会が増えているからである。 
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